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「
第
２
回
高
台
文
化
祭
」
は
１
１
月
４
日

（
日
・
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
日
と
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
）
の
準
備
が
進
ん
で
い
て
、
皆
さ
ん

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
展
示
で
は
、
作
品
展
示
と
し
て
「
押
絵
」

「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
（
木
製
品
へ
の
絵
付

け
）
」
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
（
水
分

を
除
去
し
た
花
）
」
「
書
」
「
写
真
」
「
陶
磁

器
」「
絵
画
」「
木
彫
」「
絵
手
紙
」「
俳
句
」

な
ど
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
２
０
名
以
上
の
方

か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
で
は
「
陶
磁
器

な
ど
の
骨
董
品
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
１
０
時
か
ら
１
６
時
ま

で
１
時
間
ご
と
に
３
０
分
程
度
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
名
曲
ビ
デ
オ
「
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・

プ
レ
ス
リ
ー
」
、
講
演
「
幻
の
弟
国
宮
は
ど
こ

に
」
、
ビ
デ
オ
古
今
亭
志
ん
朝
「
お
見
立
て
」、

ち
ょ
っ
と
役
立
つ
「
ハ
ン
ド
ヨ
ー
ガ
」、「
皆

ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
な
ど
で
す
。

３
０
年
度
下
期
の
自
治
会
費
を
お
願

い
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
半
期
分
１
８
０
０

円
を
お
渡
し
い
た
だ
き
、
領
収
書
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
を
１
０
月

末
ま
で
に
、
配
付
の
袋
に
入
れ
て
ブ

ロ
ッ
ク
委
員
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

集
ま
っ
た
募
金
は
、
府

市
内
の
地
域
福
祉
活
動

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

な
お
今
回
お
預
か
り
し
た
お

金
は
、
年
末
助
け
合
い
募
金
に
も
等
分
し
て

寄
付
し
ま
す
。

高
台
バ
ス
通
り
に
植
え
る
ク
ロ
ガ
ネ

モ
チ
は
、
熊
本
地
震
復
興
の
後
押
し

と
し
て
熊
本
県
か
ら
の
入
手
を
申
し

入
れ
て
い
ま
し
た
が
決
ま
り
ま
し
た
。

植
込
み
は
１
０
月
末
か
ら
始
ま
り
、

防
根
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
根
が
隣
接
の

庭
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
行

い
ま
す
。

◆
古
本
交
換
会
を
行
い
ま

す
。
展
示
し
て
あ
る
古
本

で
気
に
入
っ
た
物
は
自
由

に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

不
要
な
本
は
当
日
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
珈
琲
な
ど
で
ご
自
由
に
歓
談
く
だ
い
。

な
お
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
詳
細
は
、
後
ほ
ど

お
配
り
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
０
月
２
１
日
（
日

小
雨

決
行
）
９
時
３
０
分
か
ら
秋

の
公
園
清
掃
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
高
台
自
治
会
が
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
毎
年
春
秋
の

２
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
担
当
と
リ
ー

ダ
は
下
表
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園

に
直
接
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ご
み
袋
・
軍
手
な
ど
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

高
台
の
住
宅
地
図
の
最
新
版
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.ta
k
a
-

d
a
i.in

fo
/

）
の
「
役
員
用
」
に
あ
り

ま
す
。
最
近
の
転
居
者
や
今
度
新
し

く
高
台
に
入
っ
た
南
谷
地
区
（
四
丁
目

南
、
み
や
び
ヒ
ル
ズ
）
も
追
加
し
て
あ
り
ま
す
。

地
図
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
す
が
、
住
民
名

を
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー

ド
（ta

k
e
n

o
k
o

）
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

先
日
の
分
別
ご
み
（
資
源
ゴ
ミ
）
の
収

集
場
所
に
、
危
険
物
が
入
っ
た
一
斗
缶

が
捨
て
ら
れ
、
市
の
収
集
車
も
持
っ
て

い
く
こ
と
な
く
「
ル
ー
ル
―
違
反
で
す
」

の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
残
っ
て
い
ま
し

た
。
配
ら
れ
て
い
る
「
ご
み
減
量
の
し

お
り
」
に
従
っ
て
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

１
０
月
２
８
日
（
日
）
長
岡
第
五
小
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
「
総
合
防
災
訓
練
」
が
、

長
五
小
で
あ
り
ま
す
。
当
日
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
ポ
ン
プ
放
水
訓
練
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
設
置
訓
練
が
あ
り
、
体
育
館
で
避
難
所

開
設
運
営
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
最
後
に
炊

出
し
訓
練
で
作
っ
た
豚
汁
と
非
常
食
を
試

食
し
ま
す
。

特
に
今
回
は
実
際
の
避
難
を
想
定
し
て

「
ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
」
も
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
、
１
０
月
１
５
日
発
行
で
各
家
庭

に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
五
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
同
時
に
高
台
地
区
の

「
避
難
訓
練
」
も
実
施
し

ま
す
。
当
日
９
時
に
な
り

ま
し
た
ら
高
台
２
号
公
園

に
訓
練
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
有
志
の
方
は
こ
こ
か

ら
徒
歩
で
、
長
五
小
に
向

か
い
ま
す
。

な
お
当
日
９
時
１
５
分
に
市
内
７
か
所
に

あ
る
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
し
、
ケ
イ
タ
イ
に

訓
練
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

が
届
き
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

第
５
６
回
長
五
小
校
区
「
市
民
大
運

動
会
」
は
、
荒
天
で
延
期
と
な
り
１

０
月
８
日
に
台
風
一
過
秋
晴
れ
の
ス

ポ
ー
ツ
日
和
り
の
も

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

紅
白
玉
入
れ
・
Ａ
Ｂ
Ｃ
リ

レ
ー
・
ム
カ
デ
競
走
・
混

合
リ
レ
ー
な
ど
に
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
高
台

自
治
会
は
、
日
時
延
期
の

た
め
選
手
の
皆
さ
ん
の
予

定
が
立
た
ず
不
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

▼
先
日
高
台
で
空
き
巣
が
発
生
し
た

と
し
て
警
察
が
捜
査
し
て
い
ま
し
た
。

高
台
の
皆
さ
ん
や
警
察
に
お
聞
き
す

る
と
、
高
台
で
も
結
構
空
き
巣
被
害

が
あ
る
よ
う
で
、
決
し
て
高
台
も
安

全
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
出
か
け
た
隙
に
鍵
の
か
か
っ
て

い
な
い
玄
関
か
ら
や
、
死
角
に
な
っ
た
窓

の
ガ
ラ
ス
を
破
っ
て
侵
入
す
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
一
度
道
路
か
ら
見
て
死
角

に
な
る
所
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
就
寝
中
に
被
害
に
あ
っ
た
（
こ
の
場

合
は
「
忍
込
み
」
と
い
う
よ
う
で
す
）
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
、
十
分
注
意
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

他
自
治
会
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け

て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ま
ず
は

防
犯
の
ス
テ
ッ
カ

ー
を
お
配
り
し
ま

す
。
さ
く
ら
会
館

の
玄
関
先
に
置
い

て
い
ま
す
の
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。↗

▼
大
雨
・
台
風
・
地
震
な
ど
の
災
害
に
対

応
す
る
た
め
、
高
台
で
も
総
合
的
な
対
応

が
必
要
で
す
。「
高
台
自
主
防
災
会
の
再
編
」

「
高
台
防
災
連
絡
網
の
新
構
築
」「
災
害
学

習
会
の
実
施
」「
避
難
路
・
避
難
所
の
整
備
」

「
関
係
団
体
と
の
関
係
強
化
」
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
災
害
を
心
配
さ
れ
る
方
、

災
害
に
関
心
を
お
待
ち
の
方
は
是
非
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
総
合
窓
口
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

前
号
の
お
詫
び
；
社
会
福
祉
協
議
会
会
員

募
集
の
募
金
額
を
６
９
，
０
０
０
円
に
、

夏
ま
つ
り
ご
寄
付
等
の
合
計
を
１
９
０
．

２
０
７
円
に
訂
正
し
ま
す
。
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鶏頭は冷たき
秋の日に
はえて

いよいよ赤く
冴えにけるかも

長塚 節

第５３回「ふれあいサロン（映画
会）」は、１０月２９日（月）１
３時３０分からです。
今回は 1959 年作品「渚に
て」。第 3 次世界大戦で原水
爆のため、北半球は絶滅し、
死の灰は南半球にも迫ってい
た、こうした設定で始まり、
副題は「人類最後の日」。
「ローマの休日」の“グレゴ
リー・ペック”、タップの名手
“フレッド・アステア”、端正
な顔立ちの“エヴァ・ガード
ナー”などが主演、冷戦時代
勃発する可能性が高まった原
水爆戦を、廃墟や傷ついた人
を登場させることなく描いて
います。映画全編で繰り返し
流れる「ワルチング・マチル
ダ」は、オーストラリアの第
２国歌ともいわれる名曲で
す。
映画鑑賞後飲
酒・喫茶で歓
談します。参
加自由、無料。

１０月 2９日（月）９時から１
２時まで、さくら会館。パソコン
修理、ネット接続、ウイルス除
去、ワードの使い方等 出入自由

１
０
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
１
１
Ｂ
と

１
２
Ｂ
の
９
名
で
行
い
ま
し
た
。

次
回
は
１
１
月
１
０
日
（
土

役
員
会
の
日
）

１
０
時
か
ら
で
、
当
番
は
１
３
Ｂ
と
１
４
Ｂ
、

リ
ー
ダ
ー
は
高
瀬
さ
ん
で
す
。
９
月
度
さ
く

ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
６
回
で
し
た
。
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第 1 回高台文化祭

高台での避難訓練

毎年皆さんから多くのご注文をいただいて
います「年賀状」と「喪中はがき」の制作・
印刷を、今年も受付けています
①制作代・基本代は無料 ②印刷代は市場
の半額(30 円) ③好きなデザインを選べ家

族写真などの持ち込みも可 ④少枚数でも
かまいません ⑤昨年スーパーなどで印刷
された価格の半額で行います ⑥ご希望に
より宛名制作・印刷、年賀はがき
購入。材料費以外の利益は、高台自
治会の収入となります。ご希望の方

は、総合窓口または956-1976
まで、高台以外の友人でもＯＫです。

第 56 市民大運動会

先
般
高
槻
市
付
近
を
震
源
と
す
る
大
阪
府
北
部

地
震
が
発
生
し
、
最
大
震
度
６
弱
を
記
録
し
ま

し
た
。
こ
の
地
震
は
直
下
型
で
あ
っ
た
た
め
、
緊

急
地
震
速
報
と
同
時
に
本
震
が
襲
い
ま
し
た

が
、
今
一
番
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
で
、
本
震
が
長
岡

京
市
を
襲
う
ま
で
を
計
算

し
ま
し
た
。
ま
ず
地
震
発

生
５
秒
後
に
警
報
音
と
と

も
に
「
緊
急
地
震
速
報
。

強
い
揺
れ
に
警
戒
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
文
言
が
携

帯
電
話
・
テ
レ
ビ
な
ど
か

ら
流
れ
ま
す
。
そ
の
後
１

５
秒
で
初
期
微
動
が
始
ま

り
２
０
秒
間
続
い
た
後
、

震
度
６
弱
の
本
震
が
長
岡

京
を
襲
い
ま
す
。

こ
の
時
緊
急
地
震
速
報
か

ら
本
震
ま
で
の
約
３
０
秒

の
間
に
ど
う
行
動
す
る
か

が
重
要
で
、
一
に
も
二
に

も
「
自
分
の
命
を
守
る
」

行
動
を
最
優
先
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


